
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

地域がん診療連携拠点病院 病院機能評価認定病院 臨床研修病院

長野市民病院広報誌

あした元気になあれ　2007.12.1

第27号
平成19年12月1日

託
児
所
が
10
周
年
を

　
　
　
　
　
迎
え
ま
し
た

　

平
成
9
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
託
児
所
も
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
初
め
は
保
育
士
2
名

子
供
3
名
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
の
毎
日
で
し
た
。

　
『
病
院
で
働
く
方
が
安
心
し
て

子
供
を
預
け
て
働
け
る
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今

で
は
保
育
士
10
名
子
供
20
名
、
中

勤
勤
務
（
夜
間
）
の
保
育
ま
で
適

応
で
き
る
託
児
所
に
成
長
し
ま
し

た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
ま
で
大
き
な

事
故
も
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
託
児
所
を
利
用
し
た

子
供
は
１
１
２
名
。
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
畑
で
野
菜
を

作
り
収
穫
祭
を
し
た
り
、
遠
足
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
保
護
者
の
方
の
協
力
を
得
て
の

行
事
。
そ
ん
な
毎
日
の
中
か
ら
、

子
供
達
に
は
思
い
や
り
の
あ
る
優

し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

長野市民病院託児所「ベビーハウスたんぽぽ」について
　職員の福利厚生の一環として、児童保育を行い安心して仕事に集中できるように子育て支援を行っています。
　○対象：原則として0歳児～3歳児を有する公社職員
　○利用時間：8：00～最大22：30迄託児可能です。（勤務帯ごとに利用時間の規定あり）
※詳細については総務人事課人事担当までお問合せください。
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平
成
19
年
9
月
、
開
院
当
初
か
ら
使

用
し
て
い
た
1.5
Ｔ
（
テ
ス
ラ
）-

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装
置
が
最
新
の
高
磁
場
3.0
Ｔ--

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装
置
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
で

も
ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
こ
の

高
度
医
療
機
器
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
主

に
大
学
病
院
研
究
施
設
、
脳
神
経
外
科

病
院
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
県
内

施
設
で
の
導
入
は
、
当
院
が
3
番
目
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
3.0
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
1.5
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
に
比
べ
静
磁
場
強
度
（
画

像
を
得
る
の
に
必
要
な
磁
石
の
強
さ
）

や
画
像
信
号
が
お
よ
そ
2
倍
と
な
る
た

め
、
同
じ
画
像
を
得
よ
う
と
し
た
場
合

半
分
の
時
間
で
撮
像
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
同
じ
時
間
で
撮
像
す
る
と
高

解
像
度
（
細
か
な
）
画
像
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
通
常

の
撮
像
に
加
え
3.0
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
で

は
、
悪
性
腫
瘍
特
有
な
分
子
の
種
類

や
成
分
を
検
出
す
る
Ｍ
Ｒ
ス
ペ
ク
ト

ロ
ス
コ
ピ
ー
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
：m

agnetic 
resonance spectroscopy

）
と
い
う

新
た
な
診
断
方
法
や
、
指
を
動
か
し
た

際
の
、
脳
の
活
性
部
位
を
画
像
化
し
脳

の
機
能
を
検
査
す
る
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ナ
ル
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（fM

RI

：Functional 
M

RI

）
な
ど
の
高
度
な
検
査
が
1.5
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
よ
り
高
い
精
度
で
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
利
点
の
反
面
、
動
き
に

よ
る
偽
像
の
影
響
が
1.5
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
よ
り
大
き
く
出
た
り
、
画
像
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
今
ま
で
と
は
異
な
る
等
の
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
3.0
Ｔ
特
有
の
問
題

点
な
ど
を
考
慮
し
、
頭
部
・

脳
血
管
・
椎
体
（
頚
椎
・
胸

椎
・
腰
椎
）・
四
肢
関
節（
肩

関
節
・
膝
関
節
）
の
撮
像
方

法
を
決
定
し
、
日
常
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、骨
盤
部
・
前
立
腺
・

そ
の
他
の
部
位
に
お
い
て
も

3.0
Ｔ--

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
で
の
撮

像
方
法
を
決
定
し
、
多
く
の

部
位
に
お
い
て
、
こ
の
装
置

の
利
点
を
生
か
し
た
検
査
を

行
う
予
定
で
す
。

３
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が

　
　
　
　

稼
動
開
始
し
ま
し
た
！

東
北
信

が
ん
疼
痛
緩
和
ケ
ア
講
演
会

 

～
骨
転
移
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
～

　

去
る
11
月
16
日
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
に
て
、
東
北
信
が
ん
疼
痛
緩
和
ケ
ア
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
頃
、

固
形
癌
の
骨
転
移
に
よ
る
疼
痛
治
療
法
と
し

て
メ
タ
ス
ト
ロ
ン
注
（
塩
化
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
ー
89
）
が
国
内
で
認
可
さ
れ
た
の
で
、
当

院
で
も
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
と
し

て
最
新
の
が
ん
治
療
の
導
入
を
決
定
し
、
11

月
下
旬
か
ら
治
療
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、

情
報
発
信
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

製
造
販
売
元
の
日
本
メ
ジ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス

㈱
に
よ
る
製
品
の
説
明
後
、
当
院
の
岡
根
谷

副
院
長
よ
り
「
長
野
市
民
病
院
に
お
け
る
骨

転
移
治
療
の
現
状
」、
同
じ
く
橋
田
放
射
線

科
科
長
よ
り
「
長
野
市
民
病
院
に
お
け
る
メ

タ
ス
ト
ロ
ン
注
臨
床
の
実
際
と
患
者
様
紹
介

手
続
き
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
講
演

と
し
て
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院 

臨
床

開
発
セ
ン
タ
ー
機
能
診
断
開
発
部
部
長 

藤

井
博
史
先
生
よ
り
「
転
移
性
骨
腫
瘍
疼
痛
緩

和
に
お
け
る
メ
タ
ス
ト
ロ
ン
注
の
有
用
性
に

つ
い
て
～
国
内
臨
床
治

験
の
経
験
を
含
め
て

～
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
係

機
関
も
含
め
て
60
名
程

の
参
加
者
が
あ
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

▲ Signa HDx 3.0T ▲脳血管画像（正常例）
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１．当院看護部の特徴
　●７：１看護配置基準
　　患者様に手厚い看護と働きやすい環境をめざします
　●充実した教育研修
　　院内外の研修・研究会等計画的に参加できます
　●プリセプターシップを採用
　●専門性も高められます
　　認定看護師が４名在籍しています
２．求人内容　※随時、受付しています
　●正看護師（正規職員）
　　交替制勤務可能な方（60歳未満）
　●正看護師（非正規職員）
　　交替制勤務ができない方、パート勤務希望の方も歓迎
３．勤務・福利厚生等（正規職員）
　●勤務形態：変則３交替制（勤務帯は以下のとおり）
　　8:30-17:15、12:15-21:00、20:45-8:45
　●寮完備。託児所有（22:30迄託児可能、全職員利用可）
　●育児休暇３年迄取得可
　●社会保険：健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
４．看護師修学資金制度のご案内
　　対象：看護師養成施設に在学中（又は在学予定）の人
　　貸与額：年額60万円（最長４年間迄貸与可）
　　　　　　返済免除規定もあります。
　　詳細は右記担当へお問合せください。

１．求人内容　※随時、受付しています
　●救急医（数名：専従・兼任）
　●内科医（消化器科、循環器科、呼吸器科、腎臓内科等）
　●外科医（消化器外科、呼吸器外科・乳腺外科等）
　●小児科医（女性医師のフレキシブルな勤務歓迎します）
　●放射線治療医　●緩和ケアに興味のある医師　●健診医
　●整形外科医　　●婦人科医　●総合診療医　●麻酔科医
　●脳卒中に興味のある医師　●女性専門外来担当医（パート勤務可）
　●後期研修医：数名
　●上記以外についてはお電話にてお問合せください。
２．勤務・福利厚生等
　●勤務条件：基本的に当院の規程によりますが、年齢、経験に応じて、勤務形態や待遇を考慮
　　します。（パート勤務歓迎）
　●休日：土日祝、年末年始休暇、リフレッシュ休暇有
　●認定医、専門医等取得の指導・支援体制も整っています。
　●学会等にも計画的に参加できます。　
　●託児所有（22:30迄託児可能）

　短時間の勤務でも続けていれば、本格
的に復帰したい時の不安も軽くなりま
す。当院では、子育て中のお母さん看護
師（パート勤務）や自分のキャリアプラン
を持って働いている日勤看護師（8時間勤
務）等が外来や病棟の各職場で活躍して
います。今すぐの復帰でなくても今後の
参考にお気軽にご参加ください。
　参加の申込や勤務のご相談は看護部へ
お問合せください（内線3204）

看護師免許をお持ちの在宅の方、
キャリアを続けませんか？

『看護師再就職支援セミナー』
のご案内（20年2月）

医 師・看 護 師 募 集 案 内

随時見学可能です。
見学や応募等、どうぞお気軽にお問合せください。
〒381-8551　長野市富竹1333-1
　TEL：026－295－1199
ホームページ：
　http://www.hospital.nagano.nagano.jp
総務人事課人事担当（内線4400）
E-Mail：career@hospital.nagano.nagano.jp

看護師・看護師修学生募集

医 師 募 集
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新
病
棟
は
１
０
０
床
規
模
、
現
在
の

３
０
０
床
か
ら
４
０
０
床
へ
と
大
幅
な
機

能
拡
大
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
病
室

な
ど
設
備
面
の
整
備
に
加
え
て
、
医
師
、

看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
強
し
、
３

テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
最
新
の
医
療
機
器
も

充
実
を
図
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ

り
「
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病

院
」
と
し
て
、

が
ん
診
療
を
中

心
に
、
心
疾

患
、
脳
血
管
疾

患
の
三
大
生
活

習
慣
病
を
主
体

と
す
る
先
端
医

療
を
担
う
急
性

期
病
院
と
し
て

の
基
盤
が
整
い

ま
す
。

　

が
ん
診
療
に

つ
い
て
は
様
々

な
治
療
技
術
を

駆
使
し
、
緩
和

ケ
ア
を
含
め
総
合
的
に
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
包
括
的
が
ん
診
療
体
制

の
実
現
を
目
指
し
、手
術
や
放
射
線
治
療
、

化
学
療
法
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
前
立
腺

が
ん
を
切
ら
ず
に
治
療
す
る
小
線
源
治
療

や
骨
転
移
し
た
が
ん
の
痛
み
を
軽
減
す
る

メ
タ
ス
ト
ロ
ン
外
来
な
ど
最
新
の
治
療
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
が

ん
に
特
化
し
た
専
門
医
療
を
行
う
病
棟
の

運
営
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
は
地
域
の
中
核
病
院

の
使
命
で
す
。
今
回
開
設
と
な
る
救
急
セ

ン
タ
ー
に
は
、
長
野
市
急
病
セ
ン
タ
ー
の

機
能
が
移
転
さ
れ
る
ほ
か
、
救
急
車
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
し
て
診
察
室
、
処
置
室

等
設
備
を
拡
充
し
、救
急
・
重
症
病
棟（
Ｉ

Ｃ
Ｕ
・
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
を
増
強
し
集
約
す
る
こ

と
に
よ
り
機
動
性
を
高
め
ま
し
た
。ま
た
、

敷
地
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
来
年
1

月
か
ら
稼
動
し
ま
す
の
で
、
緊
急
時
や
災

害
時
に
も
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
24
時
間
３
６
５
日
の
地
道
な
活
動
を

通
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
得
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

屋上庭園（東側＝ハーブガーデン、西側＝フラワーガーデン）

新棟廊下

新病棟外観

新ＩＣＵ

～
平
成
20
年
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
～

新
病
棟
お
よ
び
24
時
間
救
急
セ
ン
タ
ー

　
　
　

オ
ー
プ
ン
間
近
に
迫
る
！

ヘリポート

救急センター救急車出入口
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知っておきたい
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No.26　

犬
に
咬
ま
れ
た
傷
は
、
た
と
え
傷
口
が

小
さ
く
見
え
て
も
、
腫
れ
が
長
引
い
た
り

化
膿
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。そ
れ
は
、

犬
の
口
の
中
に
は
雑
菌
が
沢
山
住
ん
で
い

る
こ
と
や
、
見
た
目
よ
り
も
傷
が
深
い
こ

と
が
多
く
、
傷
の
内
部
で
細
菌
が
繁
殖
し

や
す
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
犬
の

唾
液
に
は

人
間
に
と

っ
て
異
種

の
タ
ン
パ

ク
質
が
含

ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
に
対
し
て
も
強
い
炎

症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

犬
に
咬
ま
れ
た
傷
を
縫
っ
て
塞
い
で
し

ま
う
と
、
細
菌
や
犬
の
唾
液
を
中
に
閉
じ

込
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

開
い
た
ま
ま
の
傷
と
し
て
処
置
を
す
る
の

が
基
本
で
す
。
細
菌
な
ど
を
除
去
す
る
た

め
に
は
傷
の
中
を
き
れ
い
な
水
で
念
入
り

に
洗
浄
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め

に
は
傷
の
周
り
に
局
所
麻
酔
の
注
射
を
し

た
り
、
と
き
に
は
切
開
を
追
加
し
て
傷
口

を
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
自
宅
で
は
十
分
な
洗
浄
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
犬
に
咬
ま
れ
た
ら

早
め
に
病
院
で
、
処
置
を
受
け
て
い
た

だ
く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

細
菌
感
染
の
予
防
の
た
め
に
、
抗
生

物
質
の
投
与
は
必
須
で
す
。
破
傷
風
菌

は
、
土
壌
中
に
広
く
常
在
し
て
い
ま
す

の
で
、
外
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
に
咬
ま

れ
た
場
合
に
は
、
破
傷
風
の
予
防
注
射

も
必
要
で
す
。

　

狂
犬
病
は
、
１
９
５
６
年
以
来
国
内

で
は
犬
、
ヒ
ト
と
も
に
そ
の
発
生
は
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外

で
は
毎
年
５
万
人
以
上
が
発
症
し
て
い

ま
す
。
ま

た
、
キ
ツ

ネ
や
ア
ラ

イ
グ
マ
、

コ
ウ
モ
リ

な
ど
、
犬
以
外
の
野
生
の
動
物
か
ら
の

発
生
例
も
あ
り
ま
す
。

　

海
外
か
ら
は
様
々
な
ペ
ッ
ト
動
物
が

持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は

我
が
国
へ
の
狂
犬
病
の
再
侵
入
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
の
狂

病
予
防
接
種
率
は
年
々
低
下
傾
向
に
あ

り
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
入
り
込
ん
だ

際
に
は
、
そ
の
流
行
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

形
成
外
科
統
轄
科
長
　

滝　

建
志

「
犬
に
咬
ま
れ
た
ら
」

　

平
成
19
年
度
の
火
災
訓
練
が
10
月
10

日
の
午
後
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
増
築
さ
れ
た
新
南
病
棟
の
供
用
開
始

に
向
け
た
訓
練
を
主
体
に
、
病
棟
の
消

火
設
備
や
避
難
経
路
の
確
認
も

併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
患
者
救

助
訓
練
で
は
、
各
病
棟
に
配
備

さ
れ
て
い
る
エ
ア
ー
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
に
よ
る
搬
送
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
階
段
や
段
差
な
ど
で

は
ス
ム
ー
ズ
に
搬
送
さ
れ
ま
し

た
が
、
１
階
庭
園
出
口
の
ゴ
ム

マ
ッ
ト
で
は
「
摩
擦
抵
抗
」
が

大
き
く
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
毎
年
避
難
場
所
は
体
育
館

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
来
年
か

ら
使
用
さ
れ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
本
部
と

救
護
所
お
よ
び
避
難
場
所
を
設
置
し
ま

し
た
。
普
段
は
入
れ
な
い
場
所
で
す
の

で
、
参
加
者
か
ら
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
の
話
題
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
野
市
消
防
局
柳
原
分
署
の

署
長
さ
ん
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
病
院
の
よ
う
な
建
物
で
は
出
火

場
所
か
ら
他
の
部
屋
な
ど
へ
の
延
焼
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
患
者
の
安
全
避
難

が
最
優
先
と
な
る
の
で
、
日
頃
の
訓
練

や
対
応
方
法
な
ど
を
き
ち
ん
と
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
、
参
加
者

一
同
あ
ら
た
め
て
気
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

南
棟
火
災
訓
練
の
様
子

◀本部報告訓練

▼ヘリポートへ
　避難する様子

▼エアーストレッチャー
　による患者搬送訓練

▲消火訓練
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浅井外科泌尿器科 副院長　浅井　眞　医師 
（長野市大字三才2057-6）
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介
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登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　浅井先生は、上越市高田のご出身で、昭和48
年に岩手医科大学をご卒業後、岩手県、秋田県
などの病院で勤務されました。その後、昭和58
年に長野に戻り、浅井外科泌尿器科の副院長に
就任され29年目になります。
　以前は入院患者さまも受け入れられていたそ
うですが、現在は外来診療を専門とされていま
す。長野市内には泌尿器科の開業医が少ないた
め、遠方から受診にみえる患者さまも多
いそうです。
　趣味としては、先生は野菜作り、ご夫
人はガーデニングに力を入れられており、
医院の周囲や裏庭には鮮やかなバラの花
など多くの植栽がありました。待合室の
お花はほとんど自家製だそうです。他に
も山菜やきのこ取り、歴史名所を巡る旅
も好きとのことで多趣味である様子が伺えました。また、医院が建っている丘
からの眺めはとても素晴らしく、外科医であるお父様が開業の場所を決めた理
由の一つだそうです。
　医師になって良かったことは、過去に受診された患者さまが再び先生を頼っ
てきてくれて長いお付き合いができたことや、患者さまの状態をしっかり掴ん
で治療の計画を立てられた時にとてもやりがいを感じられることだとお話され
ていました。

3
年
ぶ
り
に
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

を
し
ま
し
た
。
新
し
い
健
診
セ

ン
タ
ー
は
一
つ
の
フ
ロ
ア
で
ほ
と
ん
ど
受

診
で
き
、
き
れ
い
で
い
い
で
す
ね
。
食
事

迄
の
空
き
時
間
が
長
す
ぎ
ま
す
。
朝
、
も

う
少
し
遅
く
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食

事
は
以
前
と
同
じ
で
し
ょ
う
か
。
メ
ニ
ュ

ー
も
選
べ
る
と
い
い
の
で
す
が
・
・
。（
フ

レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
も
あ
れ
ば
い
い
で

す
ね
）そ
れ
に
し
て
も「
健
診
着
と
サ
ン
ダ

ル
」何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
た
ち
は
皆
さ
ん
割
と
い
い
感
じ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
ド
ッ
ク
受
診
者　

女
性
）

▪
回
答　

当
院
の
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。朝
食
抜
き

で
お
越
し
い
た
だ
く
た
め
、早
め
の
開
始
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、胃

の
検
査
終
了
後
に
体
調
管
理
の
た
め
、30
分

以
上
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。早
い
方
で
10

時
半
ご
ろ
に
は
検
査
が
終
了
し
、現
在
は
診

察
開
始
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
た
せ
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
は
改
善
し
て
ま

い
り
ま
す
。な
お
、レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
き
ま

し
て
は
10
月
中
旬
よ
り
開
始
時
間
を
30
分

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後

と
も
叱
咤
激
励
を
お
願
い

し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

早
め
、11
時
か
ら
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。メ
ニ
ュ
ー
は
い
く
つ
か
選
択
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。健
診

着
は
検
査
の
し
や
す
さ
と
い
う
点
で
選
ん

で
お
り
ま
す
が
、更
新
の
際
に
は
ご
指
摘
を

踏
ま
え
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。サ

ン
ダ
ル
は
衛
生
上
、消
毒
を
繰
り
返
し
て
使

用
で
き
る
丈
夫
で
熱
に
も
耐
え
ら
れ
る
も

の
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
ご
了
承

願
い
ま
す
。

娘
が
入
院
し
て
お
り
、
少
し
す
っ
き

り
し
よ
う
と
思
い
、
理
容
室
へ
い

き
ま
し
た
が
、
中
が
よ
く
見
え
ず
不
安
に

な
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
室
内
が
よ
く
見

え
る
の
も
い
や
で
す
が
、
見
え
な
い
の
も

不
安
で
す
。　
　
　
（
入
院
患
者　

女
性
）

▪
回
答　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
理
容
室
は
大
き
な
通
路
に
面

し
て
い
る
た
め
、
中
の
お
客
様
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
半
透
明

の
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
り
ま
す
。
室
内

の
様
子
や
混
雑
具
合
が
わ
か
り
に
く
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
了

承
願
い
ま
す
。
な
お
、
理
容
室
で
は
ご
予

約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

以
前
の
外
来
で
は
、
電
子
掲
示
板
が

あ
っ
て
順
番
の
目
安
が
分
か
っ
た

が
、
新
外
来
で
は
、
自
分
の
前
に
何
人
く

ら
い
待
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
待

っ
て
い
る
人
数
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
　
（
外
来
患
者　

男
性
）

▪
回
答　

お
待
た
せ
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
第
2
外
来
の
電
光
掲
示
板
に
つ

き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
検
討
中
で
す
。

お
待
ち
に
な
っ
て
い
る
方
が
不
安
に
な
ら

な
い
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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職員全体研修

＊
９
月
27
日 

㈭

　

今
年
２
月
に
長
野
市
と
金
沢
市
と
の
間

で
締
結
さ
れ
た
「
集
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
都
市
協
定
」
を
記
念
し
て
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
･
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
弦
楽
四
重
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
有

名
な
バ
ッ
ハ
の
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
や
千
の

風
に
な
っ
て
な
ど
、
馴
染
み
の
深
い
曲
の

数
々
に
、
聴
衆
の
患
者
さ
ん
も
う
っ
と
り

と
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
11
月
２
日 

㈮

　

手
作
り
楽
器
コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
グ
ル
ー

プ『
ケ
イ
ト
ウ
草
』の
皆
さ
ん
に
よ
り
、「
も

み
じ
・
ふ
る
さ
と
・
信
濃
の
国
」
な
ど
の

よ
く
知
ら
れ
た
民
謡
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
カ
リ
ナ
は
手
の
ひ
ら
に
包
み
込

め
る
程
の
小
さ
な
木
で
で
き
た
楽
器
で
す
。

聴
衆
の
患
者
さ
ん
を
和
ま
せ
る
よ
う
な
温

か
な
音
色
で
、
一
緒
に
口
ず
さ
む
方
も
多

数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
11
月
9
日
、
信
州
大
学
小
児

医
学
講
座
教
授
小
池
健
一
先
生
を
お
招
き

し
て
職
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
池
先
生
は
、
こ
の
数
年
間
信
州
大
学

小
児
科
医
局
の
入
局
者
に
比
べ
退
局
者
が

多
い
現
状
を
示
し
た
上
で
、
大
き
な
要
因

と
し
て
女
性
医
師
の
妊
娠
に
よ
る
退
職
等

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
対
策
の
女
性

医
師
の
有
効
活
用
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
救
急

医
療
に
つ
い
て
、
従
来
の
市
民
に
わ
か
り

に
く
か
っ
た
在
宅
輪
番
制
か
ら
、セ
ン
タ
ー

方
式
を
導
入
し
て
成
果
を
納
め
て
い
る
松

本
広
域
医
療
圏
を
例
に
、
救
急
セ
ン
タ
ー

設
置
に
あ
た
り
行
政
の
役
割
の
重
要
性
な

ど
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
小
児
科
診
療
の
最
近
の
進
歩
と
し

て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
自
己
炎
症
疾

患
の
臨
床
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
が
行
っ
て
き
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和

国
に
対
す
る
国
際
医
療
協
力
の
中
で
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
通
信
網
の
必
要
性
を
痛
感

し
、
そ
れ
が
産
科
・
小
児
科
連
携
救
急
診

療
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
無
菌
室
の
患
者

と
院
内
学
級
や
自
宅
を
結
ぶe-M

A
D

O

（
心
の
交
流
支
援
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
、
現

在
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
医
療
に
お
け
る

IT
の
活
用
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
児
医
療
の
現
状
と
最
近
の
進

歩
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
非
常
に
有
用
な
講
演
会
で
し
た
。

　
　
（
小
児
科
統
轄
科
長　

青
沼
架
佐
賜
）

※
当
院
で
も
小
児
科
医
師
を
募
集
中
で

す
。（
詳
細
は
3
ペ
ー
ジ
の
募
集
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

平
成
19
年
11
月
12
日
、
３
年
前
の
新
潟

県
中
越
地
震
の
際
、
被
災
体
験
を
し
た
小

千
谷
総
合
病
院
前
看
護
部
長
の
佐
藤
和
美

先
生
よ
り
、
被
災
体
験
と
そ
の
教
訓
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
観
た
ス
ラ
イ
ド
写
真
か
ら

伝
わ
っ
て
く
る
悲
惨
な
状
況
は
身
に
詰
ま

る
思
い
で
し
た
。
震
度
７
の
想
像
の
つ
か

な
い
大
き
な
本
震
を
体
験
し
な
が
ら
も
、

入
院
患
者
２
２
３
名
全
員
が
非
難
で
き
た

と
い
う
職
員
の
活
動
に
は
大
変
感
銘
い
た

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練

が
生
か
さ
れ
た
結
果
が
あ
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
改
め
て
防
災
訓
練
や
、
日
頃
か
ら

の
周
知
（
知
識
）
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
密
着
型
の
病
院
は
、
ど
の
よ
う
な

状
態
に
お
い
て
も
住
民
や
患
者
は
安
心
を

求
め
て
病
院
に
集
ま
っ
て
く
る
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
も
そ
の
役
割
を
果

た
す
為
に
、事
前
の
計
画（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）・

連
携
・
教
育
・
訓
練
の
機
能
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
救
護
対
策
委
員
会
を
中

心
に
職
員
全
体
が
訓
練
に
対
す
る
認
識
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
体
制
作
り
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
自
分
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
今
回
、
貴
重
な
講
演
を
聴
く
こ
と

に
よ
り
、
大
変
良
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
（
第
一
外
来
看
護
主
任　

岡
田
尚
美
）

※
当
院
で
も
12
月
1
日
に
大
規
模
災
害（
Ｍ

6
・
4
の
地
震
）
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。（
次
号
掲

載
予
定
）

ミニコンサート
開  催

四重奏、コカリナ

「
長
野
県
の
小
児
医
療
供
給
体
制

　
　
　
の
現
状
と
今
後
の
問
題
点
」

「
小
千
谷
総
合
病
院
か
ら
学
ぶ

　
　
震
災
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

お
知
ら
せ

【
時
間
外
出
入
口
・

　 

警
備
員
室
の
場
所
に
つ
い
て
】

　

救
急
外
来
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、

病
院
北
側
の
出
入
口
は
救
急
車
専
用
に

な
り
ま
し
た
。

※
夜
間
休
日
に
徒
歩
・
自
家
用
車
等
で

来
院
さ
れ
た
場
合
は
正
面
玄
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
警
備
員
室

も
正
面
玄
関
に
あ
り
ま
す
。
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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外 来 診 療 担 当 日 一 覧
平成19年12月1日現在

外来診療担当表は、12月1日現在で作成されております。担当医師が変更
となっている場合もございますので、お問合せください。

長野市民病院
○印は初診担当です

　長野市民病院では第5回市民健康講座を開催いたします。多数
の皆さまのご来場をお待ちいたしております。
　『肝臓癌の治療　内科の立場から（仮題）』
　　　　　信州大学消化器内科 准教授　田中 榮司 先生
　『肝臓癌の治療　外科の立場から（仮題）』
　　　　　日本赤十字社医療センター 院長　幕内 雅敏 先生
　日時：平成20年2月16日㈯ 13時30分開始予定
　場所：THE SAIHOKUKAN HOTEL（旧長野ホテル犀北館）
※ なるべく公共交通機関をご利用ください。お車の方は、近隣の駐

車場をご利用ください。
問長野市民病院 企画財務課 蘂026-295-1199

第５回市民健康講座開催のお知らせ


